
「新しい村」で 農業生産の規模拡大＋６次化・加工に取り組みます！

「農」のあるまちづくりの全面展開
埼玉県
宮代町

宮代町
の紹介

埼玉県東部にある人口約33,000人、面積15.95㎢の小さな町です。

町の中心を東武伊勢崎線が縦断しており、東武動物公園駅、和戸駅、
姫宮駅の３つの駅があります。

ランドマークとして東武動物公園があり、その隣に、24年前に町が整備し
た「農」でつながるコミュニティエリア「新しい村」があります。

高度経済成長期にベッドタウンとなった田んぼばかりの町ですが、発想を
変えると首都圏40キロ圏内にありながら開発を免れ、 豊かな自然環境
が残されていると言えます。

宮代町について
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東武スカイツリーライン
東武動物公園駅から徒歩15分



新しい村
とは？
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「農」のあるまちづくりの
拠点施設

第3セクター

宮代マーケット
計画

農園交流
事業

農家農業
支援

森の市場結（直売所） 稲作体験・収穫体験イベント 農作業受託・担い手がいない農地で生産



宮代町
のまち
づくり
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宮代の自然を形成している「水田」や「屋敷林」、「用水路」は、農業を営む上で
人が手を加えることによって、維持されてきたものです。

全ての町民に恩恵をもたらしている自然環境を宮代町の地域資源としてとらえ、
市民全体で維持、発展させるとともに、環境、福祉、教育、産業など、さまざまな
まちづくりに生かしていこうというのが、「農」のあるまちづくりの基本的な考え方です。

宮代町では、30年にわたって「農」のあるまちづくりを推進してきました。

「農」のあるまちづくりとは



課題
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止められない
農家の高齢化

農家に代わる
担い手として
耕作面積増加

生産物の
保管場所の
不足

「農」のあるまちづくりの全面展開
加工品の生産販売

事業
内容

本気で農を志す人を就農につなげる教育機能強化担い手のいなくなった農地で米の生産拡大

20ha ⇒ 40ha
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これまで
の取組

得られる
成果等 農業生産

６次化・加工
ブランディング

半農半シェフ

米・芋低温貯蔵倉庫
ふるさと納税

ブランディングによる
発信力向上

直売所を彩る
６次化商品 農業への関心

町の魅力向上

「新しい村」で 農業生産の規模拡大＋６次化・加工に取り組みます！

「新しい村」への集客増 新規就農者の確保・育成

田んぼなど里山の自然が守られ、農村の
四季を感じることができる町並みの維持

サステナブルな
企業活動

コンセプトが合う
民間企業との連携

企業との
連携

イメージ



「新しい村」で 農業生産の規模拡大＋６次化・加工に取り組みます！

「農」のあるまちづくりの全面展開
埼玉県
宮代町

寄附を
する

メリット
等

①農業の継承と豊かな農風景の保全に貢献
 ・農業従事者の育成・就農支援や農産物の6次産業化への参画、田んぼやほっつけが広がる
 里山の保全等により、農業全体の課題である後継者不足や耕作放棄地の解消等に貢献できます。

②企業のPR
 ・地域とともに課題解決へ取り組むことで地域貢献・企業イメージの向上
 （感謝状の贈呈、町広報紙、ＨＰ等への企業名の公表）

③自治体・地域との連携強化
 ・本町、地元企業とのつながりや地域資源を活かした共同事業の検討
 ・新しい村での企業研修、農業体験等の受け入れ
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連絡先
宮代町産業観光課
0480‐34‐1111（内線261・266）

宮代町企画財政課
0480‐34‐1111（内線215・216）
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